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■工　事　名　称：（仮称）神田須田町二丁目オフィスビル開発計画
■工　事　場　所：東京都千代田区神田須田町２丁目番号ほか
■事　業　主：大和証券オフィス投資法人
■設計・監理：大成建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：大成建設株式会社
■敷　地　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■階　　　数：地上階
■構　　　造：Ｓ・ＲＣ・ＳＲＣ造
■主　要　用　途：事務所、駐車場
■工　　　期：年月１日～年６月日

共用廊下
　（提供：大和リアル・エステート・
アセット・マネジメント）

外観見上げ
　（提供：大和リアル・エステート・
アセット・マネジメント）基準階オフィス 　（提供：大和リアル・エステート・アセット・マネジメント）

　私が担当する現場は一貫して「風通しの良い
組織」がモットーです。普段から積極的にコミ
ュニケーションを取り、懸念事項やミスなどを
報告しやすい雰囲気づくりに努めています。
　今回は千代田区神田須田町で地上階建ての
オフィスビルを建設しました。隣接地にはホテ
ルがあり、住宅にも近接しているため、第三者
災害防止を徹底しました。騒音や振動など、周
辺環境にも最大限配慮しながら施工を進めまし
た。
　特に工夫を要したのは作業ヤードや資材置き
場の確保です。建物が敷地いっぱいに計画され、
限られたスペースでの作業が求められました
が、日々の作業に合わせて、人の動線や作業ヤー
ドなどを明確に区分けすることで、効率的な施
工につなげました。またリース品は使い終わっ
た段階ですぐに返却するなど、できる限り物を
ためないように留意しました。
　本物件では当社の制震システム「ＴＡＳＭＯ
構法」を導入しました。このシステムは、ＲＣ
の壁柱を鉄骨制振梁で連結し、地震動を吸収す
ることで、建物本体への被害を最小化します。
採用した薄い壁柱によって、柱型のない広々と
した空間が生まれました。また、工場生産のプ
レキャスト（ＰＣａ）部材を壁柱に使用するこ
とで、生産性向上に加え、高品質な施工を実現
しました。さらに、ＰＣａ部材の使用により、
躯体工事の際に外部足場での作業が大幅に削減
できました。これにより、安全な作業環境を確
保することができました。
　無事に竣工を迎えることができ、私たちは安
堵の思いでいっぱいです。この場を借りて、事
業主様や近隣の皆さまのご理解とご協力に感謝
申し上げます。また、本工事に尽力いただいた
関係者の皆さまにも心から感謝いたします。今
後も私たちは一層の努力を重ねて、地域に貢献
できる建設会社であり続けたいと思っていま
す。
　大成建設株式会社　東京支店

　作業所長　幸村　信行

　秋葉原・神田それぞれの街並みとにぎわいが
混在する立地に位置するテナントオフィスビル
の計画です。
　オフィスのファサードは、建物の要である壁
柱が斜めに切りあがった形状と、それにより生
まれた低層・高層に向かって大きく開く形のサ
ッシュ開口により構成されています。
　層間部には、制震構造システムを構成してい
る壁柱、および制震梁がガラスを通して見える
計画とし、建物の安全性を担保する構造計画が
そのまま外装となるデザインとしました。その
他、２層吹き抜けた斜めのエントランスや、コー
ナーガラスにより開かれたスペースにより、街
の風景を取り込む開放的なファサードとしてい
ます。
　建物外周部の壁柱とそれをつなぐ制震梁に耐
震要素を集約することで、事務所内は柱のない
一室空間としており、テナント計画のフレキシ
ビリティーに優れています。オフィス内に将来
給湯スペースを設けることで、例えば働く人の
エンゲージメント向上に供するカフェカウン
ターを事務所内に設けるなど、新しいオフィス
潮流にも対応可能な設えとしています。
　前面道路と建物の間にはポケットパークを設
け、四季により彩の移り変わる植栽を計画する
ことで、街並みに対する圧迫感の軽減と、そこ
ではたらく人へのリフレッシュ空間を兼ねてい
ます。街にひらき、長きにわたり街の一部になっ
ていくような建物となることを願っています。

大成建設株式会社　高岩　遊

完成Daiwa　秋葉原ビル

エントランス


